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じめて. 技師茸tCQ， b-c ò.)芝芝山としC:~リ在、す二~ c-，芝U¥G 1下7;;句

徴f直E.~~す三という十子?に電\81\ 1:弘吉見聞手 街更さ~. きそ竹で、きてい否わけで

す。(二1.¥¥..1二氏し乙 君主税問貢献・だと之段差性白否 Lv、芯 1¥7立と、，話混合

莞定書官~偽巴{.}、豆一(三主主~一

房~ Fj{ 1bI t萱斤同 士キ闘うf1111耳 三〉

広~写酌直直主在宅三た 7忌い L Q ~~ユら 告発日向釣ほ時n芝十今7I三発揮ち壬 zょ

うTaモ干)νE担定でまきモこ Id-Riリま τ 人。〉

理 拾 の お1用ヒl手つ ZろYこころー 情報の長官孤ミにありま亨 o 理論詰品、の雪 祷

と臥， 、乏肌を珂自モとす三ょう忌色町Tj.月ラメ-9 (-]うむ羽11%J_主聞) ~ ~笠間三子

~ミヨ( i寄宣) L E 乾畏す 五 二百三宅t しょう。 こ の 目白勺 さ ~1*，'1条件 (内 市弁三

件〉左 同をさ す z了 1しコ・り2・ムを括主す言二 て 二を ， 安 広モヂjレの設をとい

う作 主主7ユの です J 号土 C乃員活lに 子民...， 1そように モ守、lν の3ミ主主主 I¥う住者 p¥

ち民間~~之こ 3 で， 積造一平宅島nt.誌 の fd. ehtì r~ E. ~立 l .r.うてす á 'L ， 

干直定-1王時理吉ムロ， 自らのまをB目的な苦言ヤ)'1~ 'E 1.ふ 1lt で・~広 1 ¥結果に広三て巴

わいし手 <)0

さて . 左空事「ト モヂ}レの告も月亘戸手荷蓮7>1'、， と?、のよう ~i長会にと・I\Liピ門の

乾明的 7な胃?(n~宝乏発揮す三 1コ、~ 1¥う二とです。

ふつう、教闘の原理てし之、鴨 l亨荷主/高時、種主~fcトむというふうに君主乙

る二 Eこか、な 11の!手〆)蹟序碕t置か:¥ 温奇種差(というか，主J亘嗣に段'A-:r lI¥ 

て I¥ ~ア Jレコ・ リ-:z:ムの痛をf C再入ロターン一一-i1' -一一)t三匹敵す三思むの.石

材T7a投開手"慢を与之るをのき広古互いからさず o たしかに，寺区%のいうと正う

に.崎芹種主 tJ¥担掌酌説明にで戸町宍 0>1'失望J(乏果たす7虫色 eあり そ手方， しか

しを U'¥Iユ，一阪に司寄与であるわけ で尽な ζ. 音量、主 Q条件モ i-:r::! ¥.hた Lで 、

きわめて限定:i¥1'¥ iミ筏告1を果たすにすき・ません o

• ，~J字幕在三間設用的に右 右777三 tテのをあ五 Eめに l芯 ， いくつ?必蓉 7ユ条件 7芥ー

あります。遁阜 の理解にd:'3怠ち，寄土に. 1民援瑚I竜宮三聞に t ちこま伴'-a 

l&.F手陣造力でたた.c.¥ 'C.つ怠るご E乙〔幅下手め堪一件:t)Eあlず五八‘、乏でし広う。

いかなき畠然主i掌にあ、 1¥てf;. d. E に住居掌乱と、教理的E 吉三玉~1C o)可すλ

J2!) 宇工会季~~きに hl\ てそう- 2.。以との周年商還を技研の E め tヂルのなか

にモち二モう Z 事 5相i(h.ld- 4<:>ゆ~ oFI'tl (，\ l~ td- の烹左足巴ず毛のとし2.，
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